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 減らせ犯罪!!　心のお相撲さん
青森県　八戸市立是川中学校　１年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ささき),佐々木)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひなの),陽菜乃)
「あっ!!」私と母は思わず声をあげました。ショッピングセンターのおもちゃ売り場で、三・四才の男の子が売り物のバトルカードを持ち去り、一緒にきていたおばあさんのバックの中に入れる様子を見てしまいました。おばあさんはバトルカードに気づかいないまま、その男の子と出ていってしまいました。おばあさんは、自分の意思とは関係なく共犯者となってしまったのです。
自分より幼い子が万引きをしてしまうなんて思ったことも考えたことも無かったので驚きました。母も同じようで、信じられないという顔をしていました。
「お母さん、注意しに行ったほうがいいんじゃない。」
と声をかけると、
「おばあさんの気持ちを考えると追いかけて注意はできないよ。おばあさん、ショックだよ。」
そう言って、ため息をついていました。
「お店の人に話しても本人がいないとどうにもならないから。」
ということで私たちはどうすることもできずに売り場から離れました。
その後数日が過ぎましたが、これでいいのかなと、どんどん複雑な心境になっていきました。注意できなかったこと、万引きを目撃したことで嫌な思いが大きくなりました。私はきっと暗い表情をしていたのだと思います。みかねた母が、この話を幼稚園の先生に伝えると、園長先生がこんな話をしてくれました。
「陽菜乃さん、人間の心の中には必ず良いお相撲さんと悪いお相撲さんがいるんですよ。何か行動をする時に、お相撲さんが勝負するんです。おそらくその男の子は、悪いお相撲さんが勝ってしまったのですね。だから、良いお相撲さんが勝つために、皆心を強くしないといけませんよ。」
この話を聞いた瞬間、私を悩ませていた心のもやもやがすうっと晴れたのを覚えています。もともと、悪い子供なんていないのだと思ったら、なんだかほっとしました。
中学生になった今でも、心のお相撲さんのことが頭にあります。学校では、長期休みの前には生徒指導を受けます。ライン上で友人や他校生とのトラブルを起こさない。万引きは絶対にしてはいけない。水や火、車の事故から身を守る。私たちに犯罪に気をつけるようにと先生が厳しく話します。
全国的に見て、現在、未成年者の万引き、飲酒、喫煙、無免許運転による交通事故、出会い系サイトからの性犯罪などいろいろな事件を耳にするようになりました。犯罪の理由として、興味本位、友達からの誘い、お金ほしさ、ゲーム感覚などがあげられるようです。捕まらなければいい、見つからなければいい、友達とやれば楽しいからと回数を重ねる人もいるようです。犯罪という認識で行動しているように思えません。未来のある、私と同じ未成年者の事件を聞くと、悲しくなります。そして、園長先生の心の中のお相撲さんの話を思い出します。今の私の言葉に変えるなら、強い心を持って善悪の判断をしなさいということでしょう。
悪いことだとわかっていても、欲望に負けて行動してしまうと、犯罪になってしまうのです。犯罪を犯してしまえば消せない過去として残ってしまいます。本人だけでなく、家族、友人、被害者にも迷惑をかけてしまいます。嫌悪感を胸にかかえてその後の人生を歩むことを考えると、辛く苦しいことしか想像できません。
生まれたときから悪い人なんて、いないと思います。未成年者の犯罪をゼロにすることは難しいかもしれませんが、小さいときから、善悪の判断を自分でしっかりとできるように声をかけてみてはどうでしょうか。
「心のお相撲さんは大丈夫？」と。
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